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卒
業
後
６
年
目
の
秋
、
高

校
の
ク
ラ
ス
で
春
日
町
の
Ｈ

君
が
開
口
一
番
「
井
上
秀
さ

ん
、
亡
く
な
っ
た
や
な
い
か

い
」
と
郷
里
の
偉
大
な
先
輩

の
死
を
悼
ん
だ
が
、
我
が
年

代
で
も
井
上
秀
（
１
８
７

５
―
１
９
６
３
）
を
知
る
者

は
少
な
か
っ
た
。
い
わ
ん
や

平
成
に
な
る
と
郷
友
の
集
ま

り
で
尋
ね
て
も
、
若
い
世
代

の
ほ
と
ん
ど
は
知
ら
な
い

し
、
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
も

同
名
の
女
性
の
陰
に
な
っ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
昨
年
か
ら

秀
に
つ
い
て
、
う
ん
ち
く
を

傾
け
る
解
説
が
次
々
と
ネ
ッ

ト
に
現
れ
る
。
聴
い
て
み
る

と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
Ｔ
Ｖ
小
説

に
脇
役
で
登
場
し
た
の
で
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

か
。
だ
が
新
し
い
発
見
を
伝

え
る
も
の
は
少
な
く
、
同
じ

資
料
が
グ
ル
グ
ル
回
っ
て
い

る
感
が
あ
る
。
秀
の
薫
陶
を

受
け
た
母
、
徳
田（
横
尾
）博

子
か
ら
聞
い
た「
一
次
資
料
」

を
、
こ
の
機
会
に
郷
里
の
読

者
に
伝
え
て
お
き
た
い
。

◇

◇

◇

「
女
性
の
戦
争
責
任

者
は
出
て
も
い
い
」

秀
に
つ
い
て
初
め
て
聞
い

た
の
は
私
が
中
学
生
の
時
で

あ
る
。
マ
ッ
カ
ー
サ
元
帥
に

代
わ
り
リ
ッ
ジ
ウ
エ
イ
中
将

が
占
領
軍
総
司
令
官
に
な
る

と
、
行
き
過
ぎ
た
占
領
政
策

の
見
直
し
の
一
環
と
し
て
日

本
政
府
に
公
職
追
放
の
緩
和

や
復
帰
を
認
め
、
そ
の
年
の

う
ち
に
25
万
人
以
上
の
追
放

解
除
が
行
わ
れ
た
。
だ
が
私

に
は
、
在
郷
軍
人
会
小
川
支

部
長
を
戦
時
中
に
務
め
た
と

い
う
理
由
で
公
職
追
放
を
受

け
新
井
国
民
学
校
校
長
を
解

職
さ
れ
た
広
瀬
巌
先
生
が
教

職
に
復
帰
で
き
な
い
の
が
不

満
で
あ
っ
た
。
終
戦
の
年
、

私
た
ち
の
入
学
を
迎
え
、
翌

春
に
は
校
長
自
ら
我
々
２
年

生
を
受
け
持
っ
て
下
さ
っ
た

恩
師
で
あ
る
が
、
話
し
て
み

る
と
母
に
と
っ
て
同
様
の
恩

師
が
秀
で
あ
っ
た
。

１
９
３
１
年
か
ら
46
年
11

月
ま
で
日
本
女
子
大
学
校
の

校
長
を
16
年
も
務
め
た
著
名

な
女
性
教
育
者
だ
が
、
24
年

卒
業
生
の
母
に
と
っ
て
、
秀

は
雲
の
上
の
校
長
で
は
な
く

親
し
く
教
え
を
受
け
た
家
政

学
部
の
教
授
・
学
部
長
で
あ

り
、
寮
監
で
あ
り
、
同
校
の

第
１
期
卒
業
生
、
か
つ
郷
里

の
大
先
輩
で
も
あ
っ
た
。
卒

業
後
も
同
窓
会
「
桜
楓
会
」

か
ら
卒
業
生
の
生
涯
教
育
の

た
め
に
毎
週
発
行
さ
れ
る
機

関
誌
「
家
庭
週
報
」
に
会
長

と
し
て
健
筆
を
振
る
う
。

「
今
こ
そ
別
れ
目
…
」
と
別

れ
て
し
ま
え
な
い
関
係
で

あ
っ
た
。

そ
の
秀
が
46
年
10
月
に
教

職
追
放
を
受
け
、
「
生
涯
を

女
子
教
育
に
捧
げ
て
き
た
の

に
、
そ
の
本
質
な
ら
ざ
る
名

目
だ
け
の
大
日
本
青
少
年
団

（
男
女
別
だ
っ
た
約
５
０
０

万
人
の
青
少
年
団
を
統
一
）

の
副
団
長
だ
っ
た
た
め
に
教

職
を
離
れ
る
の
は
悲
痛
極
ま

り
な
い
が
、
軍
を
信
頼
し
戦

争
遂
行
に
協
力
し
た
不
明
の

責
は
当
然
負
う
べ
き
で
あ

り
、
一
人
く
ら
い
は
、
女
性

の
戦
争
責
任
者
は
出
て
も
い

い
と
思
う
」
と
翌
年
１
月
の

家
庭
週
報
に
記
し
て
退
任
し

た
の
は
痛
恨
の
想
い
出
だ
と

母
は
嘆
い
た
。
続
く
２
月
に

は
公
職
追
放
も
受
け
る
。

「
平
凡
社
」
社
長
の
下
中
弥

三
郎
（
多
紀
郡
今
田
町
出

身
）
や
「
文
芸
春
秋
社
」
社

長
の
菊
池
寛
な
ど
も
受
け
て

い
る
。
「
要
職
」
に
あ
っ
た

と
い
う
理
由
だ
け
で
。
そ
し

て
広
瀬
校
長
も
井
上
校
長

も
、
解
除
と
な
っ
て
も
復
帰

で
き
な
か
っ
た
。

日
英
開
戦
寸
前
に
子
供
を

連
れ
、
父
を
残
し
て
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
か
ら
、
父
の
郷
里
で

あ
る
新
井
村
母
坪
へ
引
き
揚

げ
た
母
は
、
翌
年
の
田
植
え

時
に
公
会
堂
で
託
児
所
を
開

設
し
た
。
昔
か
ら
の
農
村
習

慣
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
た

私
は
、
母
の
葬
儀
の
場
で
近

隣
の
老
女
か
ら
「
あ
れ
は
母

校
の
指
示
に
従
っ
て
始
め
ら

れ
た
の
で
す
。
抑
留
さ
れ
た

ご
主
人
の
生
死
も
不
明
な
の

に
一
生
懸
命
で
。
そ
れ
ま
で

は
農
繁
期
の
託
児
所
な
ど
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
告
げ

ら
れ
て
驚
い
た
。

調
べ
て
み
る
と
前
年
夏
の

「
家
庭
週
報
」
に
、
農
繁
期

託
児
所
と
共
同
炊
事
を
農
村

で
普
及
さ
せ
よ
と
の
会
長
ア

ピ
ー
ル
が
確
か
に
記
さ
れ
て

い
る
。
秀
の
指
示
に
は
忠
実

に
従
う
母
で
あ
っ
た
。

は
ち
ろ
う
え

筆
者
の
徳
田
八
郎
衛
さ
ん
は
昭
和
13
年
生
ま
れ
で
、
柏

原
町
母
坪
出
身
。
元
防
衛
大
学
校
教
授
。
母
親
の
博
子
さ

ん
は
山
南
町
小
新
屋
の
出
身
で
、
明
治
36
年
の
生
ま
れ
。

大
正
13
年
、日
本
女
子
大
学
校
を
卒
業
。旧
姓
は
横
尾
。
父

親
の
冨
二
さ
ん
は
明
治
24
年
、柏
原
町
母
坪
の
生
ま
れ
。

井
上
秀
は
明
治
８
年
、
春
日
町
山
田
の
生
ま
れ
。
明
治

34
年
に
開
学
し
た
日
本
女
子
大
学
校
に
入
学
。
昭
和
６

年
、
同
大
学
校
の
４
代
目
校
長
に
就
任
。

母
�
�
聞
�
�

井
上
秀

母
�
�
聞
�
�

井
上
秀

上

徳
田
八
郎
衛

柏
原
町
出
身

農
繁
期
に
託
児
所
開
設

筆
者
の
母
親
、
徳
田
博
子
さ
ん
。
日
本
女
子
大
学
校

在
学
時
の
20
歳
の
と
き
の
写
真

徳
田
博
子
さ
ん
が
残
し
た
日
本
女
子
大
学
校
１
９
２

４
年
卒
業
時
の
ア
ル
バ
ム
に
載
っ
て
い
る
井
上
秀
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リ
ケ
ジ
ョ
を
輩
出
し

た
日
本
女
子
大

次
に
井
上
秀
に
つ
い
て
母

か
ら
教
え
ら
れ
た
の
は
大
学

生
の
頃
で
あ
る
。
栄
養
学
や

生
理
衛
生
だ
け
で
な
く
、
化

学
全
般
に
強
い
母
に
以
前
か

ら
敬
意
を
払
っ
て
い
た
が
、

家
政
学
部
で
は
化
学
の
講
義

や
実
験
が
重
視
さ
れ
、
同
級

生
に
は
女
学
校
の
家
庭
科
教

員
だ
け
で
な
く
理
科
教
員

（
そ
れ
も
中
学
校
の
）
と

な
っ
た
人
も
多
い
と
聞
か
さ

れ
た
。
秀
も
卒
業
後
、
付
属

高
女
の
教
諭
と
な
る
が
担
当

は
理
科
と
修
身
だ
っ
た
。

後
に
特
殊
な
レ
ー
ダ
ー
の

開
発
に
携
わ
る
私
は
、
戦
時

中
、
レ
ー
ダ
ー
開
発
に
挑
ん

だ
先
輩
方
の
知
遇
を
得
た

が
、
「
多
く
の
女
子
学
生
が

陸
軍
兵
器
本
部
や
海
軍
技
術

研
究
所
に
勤
労
動
員
さ
れ
て

い
た
中
で
、
日
本
女
子
大
の

学
生
が
理
科
に
強
い
の
に
感

心
し
た
」
と
述
べ
る
企
業
の

技
師
が
お
ら
れ
た
。
文
学
部

（
英
文
科
と
国
文
科
）
も

あ
っ
た
が
同
校
の
主
力
は
家

政
学
部
だ
か
ら
「
全
員
が
リ

ケ
ジ
ョ
」
と
思
わ
れ
た
の
も

無
理
は
な
い
。
職
務
上
の
研

究
で
薬
学
博
士
や
農
学
博
士

に
な
っ
た
人
も
い
た
。
女
子

大
に
は
珍
し
い
理
学
部
も
今

は
あ
る
。
物
質
機
能
、
細
胞

分
子
機
能
、
生
理
分
子
機
能

を
究
明
す
る
構
造
物
性
部
門

の
活
躍
は
、「
理
系
」
家
政
学

部
の
伝
統
を
継
ぐ
も
の
だ
。

◇

◇

◇

同
窓
会
で
伝
わ
る
秀

の
エ
ピ
ソ
ー
ド

同
校
卒
業
生
の
団
結
や
先

輩
・
後
輩
の
秩
序
は
、
陸

士
・
海
兵
や
女
高
師
に
負
け

な
い
ほ
ど
堅
固
で
あ
っ
た
。

桜
楓
会
支
部
会
合
で
は
母
校

の
活
動
だ
け
で
な
く
秀
の
活

躍
も
口
コ
ミ
で
伝
わ
っ
て
い

く
。
広
ま
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

の
一
つ
は
「
東
京
で
活
躍
の

場
を
見
出
し
た
井
上
夫
妻
は

曹
洞
宗
総
本
山
総
持
寺
に
墓

を
求
め
た
が
、
余
り
に
も
早

過
ぎ
た
の
で
場
所
を
忘
れ
て

し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
同
寺
と

親
し
い
卒
業
生
の
母
堂
に
伴

わ
れ
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
、

と
秀
は
墓
探
し
に
行
く
。
応

対
し
た
元
駒
澤
大
学
学
長
の

安
藤
文
英
師
は
、
著
名
な
井

上
女
史
の
来
訪
と
知
り
、
急

遽
、
特
別
室
へ
案
内
し
た
」

と
い
う
も
の
だ
。
こ
の
「
元

学
長
」
と
い
う
記
述
は
間
違

い
の
よ
う
だ
が
、
同
師
は
、

「
永
平
大
清
通
解
」
な
ど
の

禅
研
究
書
を
著
し
、
総
持
寺

監
院
も
務
め
た
実
在
の
高
僧

で
あ
る
。

こ
れ
を
語
っ
た
母
は
、
若

き
日
の
秀
が
天
龍
寺
で
座
禅

に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
も

教
え
た
。
京
都
第
一
高
女
を

卒
業
し
専
攻
科
へ
進
ん
だ
時

期
だ
。
ま
た
生
活
の
た
め
特

技
を
活
か
し
て
和
服
仕
立
を

請
け
負
っ
た
と
い
う
。
こ
れ

が
後
に
日
本
女
子
大
や
付
属

女
学
校
で
の
和
裁
教
育
に
役

立
つ
の
で
あ
る
。

ま
た
卒
業
式
後
の
謝
恩
会

で
秀
が
述
べ
る
「
妻
は
猿
回

し
で
夫
は
猿
」
と
い
う
ス

ピ
ー
チ
も
有
名
だ
っ
た
。
夫

を
立
て
て
実
を
取
れ
と
い
う

論
法
は
目
新
し
い
も
の
で
は

な
く
、
す
べ
て
の
賢
夫
人
は

実
行
し
て
い
る
が
、
秀
の
よ

う
な
立
場
の
人
が
述
べ
る
と

重
み
が
あ
っ
た
。

◇

◇

◇

小
学
校
入
学
の
長
女

を
預
け
て
米
国
留
学
へ

私
の
祖
母
の
妹
の
一
人
は

神
楽
村
稲
土
の
足
立
家
へ
嫁

い
で
い
る
。
ま
だ
20
歳
の
秀

が
婿
養
子
と
し
て
稲
土
か
ら

迎
え
た
18
歳
の
足
立
雅
二
も

同
じ
株
内
な
の
を
知
り
、
父

の
「
い
と
こ
会
」
で
大
勢
の

「
父
の
い
と
こ
」
か
ら
秀
と

雅
二
に
つ
い
て
聴
取
し
た
こ

と
が
あ
る
。
「
も
う
明
治
な

の
に
10
代
で
結
婚
？
」
と
聞

く
と
「
伝
記
に
は
そ
う
記
さ

れ
て
い
る
け
ど
、
入
籍
し
た

だ
け
だ
よ
。
大
陸
に
憧
れ
る

雅
二
は
、
そ
れ
か
ら
中
国
語

を
学
び
、
陸
軍
通
訳
と
し
て

台
湾
で
活
躍
し
て
か
ら
東
京

専
門
学
校
（
今
の
早
大
）
へ

進
み
、
卒
業
の
年
（
１
８
９

９
年
）
に
簡
単
な
式
を
挙
げ

て
い
る
。
そ
の
年
に
長
女
支

那
が
誕
生
す
る
が
、
翌
年
、

夫
は
東
亜
同
文
会
を
創
設
し

て
上
海
へ
飛
ぶ
し
、
翌
翌
年

（
１
９
０
１
年
）、
妻
は
開
学

し
た
日
本
女
子
大
へ
入
学
だ

か
ら
育
児
は
大
変
だ
っ
た
よ

う
だ
。
小
学
校
入
学
の
頃

も
、
夫
は
韓
国
政
府
に
出
仕

し
、
妻
は
米
国
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
留
学
な
の
で
支
那
は
船

城
村
で
育
っ
た
の
だ
」
と
教

え
ら
れ
た
。

後
に
代
議
士
や
女
子
大
学

校
長
と
な
る
カ
ッ
プ
ル
で
あ

る
が
、
結
婚
当
時
か
ら
郷
里

で
も
そ
の
「
異
色
の
生
き

方
」
が
注
目
を
浴
び
て
い
た

こ
と
を
知
っ
た
。

は
ち
ろ
う
え

筆
者
の
徳
田
八
郎
衛
さ
ん
は
昭
和
13
年
生
ま
れ
で
、
柏

原
町
母
坪
出
身
。
元
防
衛
大
学
校
教
授
。
母
親
の
博
子
さ

ん
は
山
南
町
小
新
屋
の
出
身
で
、
明
治
36
年
の
生
ま
れ
。

大
正
13
年
、日
本
女
子
大
学
校
を
卒
業
。旧
姓
は
横
尾
。
父

親
の
冨
二
さ
ん
は
明
治
24
年
、柏
原
町
母
坪
の
生
ま
れ
。

井
上
秀
は
明
治
８
年
、
春
日
町
山
田
の
生
ま
れ
。
明
治

34
年
に
開
学
し
た
日
本
女
子
大
学
校
に
入
学
。
昭
和
６

年
、
同
大
学
校
の
４
代
目
校
長
に
就
任
。

母
�
�
聞
�
�

井
上
秀

母
�
�
聞
�
�

井
上
秀

筆者の母親、博子さんが日本女子大学校４年生のとき、
軽井沢で校外活動をしたときの集合写真

中

徳
田
八
郎
衛

柏
原
町
出
身

「
妻
は
猿
回
し
、夫
は
猿
」
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学
生
時
代
か
ら
期
待

さ
れ
た
秀

秀
の
受
け
た
優
遇
は
過
剰

で
は
な
い
か
？
と
率
直
に
母

に
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ

こ
で
知
っ
た
の
は
、
周
囲
の

学
生
よ
り
10
歳
近
く
年
長

で
、
専
攻
科
も
終
え
、
結

婚
・
出
産
・
育
児
も
経
験
し

た
秀
が
与
え
る
頼
も
し
い
存

在
感
で
あ
っ
た
。
「
女
子
高

等
教
育
無
用
論
」
が
世
間
に

横
行
す
る
中
、
「
出
産
率
を

減
少
さ
せ
る
」
「
独
身
者
を

生
み
出
す
」
と
い
う
極
論
も

あ
っ
た
。
そ
れ
ら
妄
論
へ
の

無
言
の
反
証
と
な
る
秀
へ
の

関
係
者
の
期
待
は
大
き
か
っ

た
と
い
う
。
29
歳
で
卒
業
し

た
秀
は
、
付
属
高
女
教
諭
と

発
足
し
た
ば
か
り
の
「
桜
楓

会
」
幹
事
長
に
任
じ
ら
れ
、

さ
ら
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
家

政
学
部
へ
入
学
し
て
欧
米
の

家
政
学
動
向
を
研
究
す
る
機

会
を
与
え
ら
れ
る
。
２
年
後

に
帰
国
す
る
や
35
歳
の
若
さ

で
教
授
、
か
つ
桜
楓
会
理
事

長
と
な
る
。
初
仕
事
は
、
桜

楓
会
で
の
託
児
所
（
保
育

所
）
の
開
設
で
あ
っ
た
。

当
時
、
明
治
末
期
は
不
況

で
女
子
高
等
教
育
厳
寒
時
代

で
あ
っ
た
が
、
皇
太
子
妃
の

暖
か
い
支
援
に
関
係
者
は
涙

し
た
。
度
々
の
ご
下
賜
金
に

加
え
、
秀
の
帰
国
翌
年
（
１

９
１
２
年
）
に
は
女
子
大
へ

行
啓
す
る
。
私
学
と
し
て
は

未
曽
有
の
光
栄
だ
。
「
無
位

無
官
」
の
成
瀬
仁
蔵
校
長
の

先
導
で
講
義
を
視
察
し
、
創

立
以
来
の
後
援
者
で
あ
る
西

園
寺
侯
爵
、
大
熊
伯
爵
、
渋

澤
男
爵
な
ど
に
謁
を
賜
る

が
、
そ
の
中
に
秀
の
姿
も

あ
っ
た
。
大
正
と
な
る
と
皇

后
と
し
て
２
度
も
行
啓
す

る
。
10
代
半
ば
で
皇
太
子
妃

と
な
っ
た
貞
明
皇
后
は
、
自

分
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
女

子
高
等
教
育
の
夢
を
秀
や
学

生
た
ち
に
託
し
た
の
だ
。
関

東
大
震
災
翌
年
の
２
度
目
の

行
啓
で
は
、
秀
は
渋
澤
子
爵

と
並
ん
で
特
別
に
菓
子
を
賜

る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
公
式
記

録
に
お
い
て
秀
は
秀
子
に
替

わ
っ
て
い
く
。

◇

◇

◇

井
上
雅
二
の
来
訪

全
日
本
的
舞
台
で
活
躍
し

た
の
に
郷
里
で
顕
彰
さ
れ
な

い
丹
波
人
は
多
い
が
、
夫
の

雅
二
も
そ
の
一
人
だ
。
ま
だ

学
生
で
あ
り
な
が
ら
ア
ジ
ア

独
立
の
志
士
を
支
援
す
る
東

亜
同
文
会
を
結
成
し
、
自
ら

は
韓
国
宮
内
府
（
宮
内
庁
）

に
出
仕
す
る
も
、
進
ま
ぬ
清

国
や
韓
国
の
国
家
改
造
に
失

望
し
て
退
職
。
以
後
は
南
方

へ
の
め
り
込
む
。

ま
ず
「
南
亜
公
司
」
を
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
設
立
し
、
常

務
と
な
っ
て
ジ
ョ
ホ
ー
ル
州

で
ゴ
ム
園
を
経
営
す
る
。
多

忙
な
身
だ
が
「
四
大
陸
游

記
」
も
上
梓
し
た
。
大
正
初

期
に
南
洋
協
会
を
設
立
し
て

専
務
理
事
と
な
り
、
名
著

「
南
洋
」
を
上
梓
す
る
。
明

治
期
の
ロ
マ
ン
的
南
進
論
に

代
わ
り
、
大
正
末
期
に
現
実

的
南
進
論
が
興
る
の
を
先
取

り
し
た
活
躍
で
あ
る
。
南
進

論
は
昭
和
期
の
共
栄
圏
と
混

同
さ
れ
が
ち
だ
が
、
説
く
の

は
経
済
的
、
人
的
進
出
で
あ

り
現
在
の
日
本
の
姿
を
予
言

す
る
も
の
だ
。
こ
れ
に
関
与

す
る
文
筆
家
や
実
業
家
は
多

い
が
、
兼
業
し
た
の
は
雅
二

だ
け
で
あ
り
、
著
書
は
30
冊

に
及
ぶ
。
最
後
は
開
拓
移
住

に
邁
進
す
る
。

そ
の
雅
二
が
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
徳
田
家
で
一
泊
す
る
。

恩
師
の
夫
君
の
ご
来
駕
と

あ
っ
て
母
は
緊
張
し
た
と
い

う
。
齢
64
歳
の
先
輩
を
父
が

撮
っ
た
写
真
が
残
っ
て
い
る

が
、
明
ら
か
に
賓
客
扱
い

だ
。
休
日
な
の
に
見
送
る
家

族
は
正
装
し
、
雅
二
と
離
れ

て
直
立
し
て
い
る
。
親
族
と

の
写
真
と
は
大
違
い
だ
。
２

歳
半
の
私
な
ど
「
列
外
」
で

あ
る
。

時
は
、
日
本
へ
の
米
英
蘭

の
経
済
制
裁
が
日
に
日
に
厳

し
く
な
る
１
９
４
１
年
１

月
。
表
向
け
は
商
用
の
雅
二

の
外
遊
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
マ
レ
ー
、
タ
イ
、
仏

印
、
海
南
島
と
３
カ
月
に
及

び
、
帰
国
後
に
日
本
と
仏
印

と
の
間
で
居
住
航
海
条
約
と

関
税
・
貿
易
等
に
関
す
る
協

定
が
調
印
さ
れ
て
い
る
。
包

囲
さ
れ
た
日
本
の
僅
か
な
反

撃
で
あ
る
。
三
菱
商
事
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
支
店
長
の
父
と
の

情
報
交
換
は
有
益
だ
っ
た
に

違
い
な
い
が
、
父
の
感
想
は

「
変
わ
っ
た
人
だ
ね
」
で

あ
っ
た
。
外
地
生
活
が
長
く

「
変
わ
っ
た
人
だ
」
と
評
さ

れ
て
い
た
父
が
こ
う
漏
ら
す

の
だ
か
ら
、
か
な
り
日
本
人

離
れ
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

事
実
、
雅
二
の
志
や
行
動
は

当
時
の
日
本
で
は
正
し
く
評

価
さ
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
今
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
活
動
の
先
駆
者
と
し
て
雅

二
を
評
価
・
研
究
す
る
若
い

学
徒
が
増
え
て
き
た
。
郷
土

の
後
輩
と
し
て
歓
び
に
堪
え

な
い
。

は
ち
ろ
う
え

筆
者
の
徳
田
八
郎
衛
さ
ん
は
昭
和
13
年
生
ま
れ
で
、
柏

原
町
母
坪
出
身
。
元
防
衛
大
学
校
教
授
。
母
親
の
博
子
さ

ん
は
山
南
町
小
新
屋
の
出
身
で
、
明
治
36
年
の
生
ま
れ
。

大
正
13
年
、日
本
女
子
大
学
校
を
卒
業
。旧
姓
は
横
尾
。
父

親
の
冨
二
さ
ん
は
明
治
24
年
、柏
原
町
母
坪
の
生
ま
れ
。

井
上
秀
は
明
治
８
年
、
春
日
町
山
田
の
生
ま
れ
。
明
治

34
年
に
開
学
し
た
日
本
女
子
大
学
校
に
入
学
。
昭
和
６

年
、
同
大
学
校
の
４
代
目
校
長
に
就
任
。

母
�
�
聞
�
�

井
上
秀

母
�
�
聞
�
�

井
上
秀

下

徳
田
八
郎
衛

柏
原
町
出
身

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
し
た
夫

1941年１月、三菱商事シンガポール支店
長の父をたずね、徳田家で１泊した井上
雅二。母や姉らと共に
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